
６．単元指導計画 
時 ねらい 主な学習活動 評価規準 指導援助と評価方法 

 

 

 

 

 

１ かさの測定の操

作を通して、端

数部分の大きさ

を表すのに小数

を使うことを知

り、小数の表し

方と読み方を理

解する。 

 また、「小数」、

「小数点」、「整

数」の用語とそ

れらの意味を理

解する。 

（じっくり） 

○１ℓますを使って考

える。 

・10 ㎗で１ℓになるこ

とを実際に量りなが

らわかる。 

○グループ→全体交

流をする。 

・１ℓを 10 等分した 1

つ分のかさを 0.1ℓと

かいて、「れい点一リ

ットル」と読むことが

わかる。 

○定着問題 

○本時のまとめ 

（ばっちり） 

○１ℓます、絵を描い

て考える。 

・0.1ℓの 3 つ分である

ことを押さえた上で

考えさせる。 

○グループ→全体交

流をする。 

・２ℓと 0.3ℓをあわせ

たかさが 2.3ℓである

ことがわかる。 

 

○定着問題 

○本時のまとめ 

 

（どんどん） 

○１ℓます、絵を描い

て考える。 

・0.1ℓの３つ分である

ことを押さえた上で

考えさせる。 

○グループ→全体交

流をする。 

・２ℓと 0.3ℓをあわせ

たかさが 2.3ℓである

ことがわかる。 

 

○発展問題 

○本時のまとめ 

 

関心：１ℓに満たな

いはしたのかさの

表し方に関心をも

ち、どのように表し

たらよいかを考え

ようとする。 

表現：かさを小数を

用いて単名数で表

すことが出来る 

知識：端数部分を小

数で表す表し方や

読み方がわかる。用

語の意味がわかる。 

 

（つまずきの様相） 

１㎗を１０個分で１ℓにな

ることがわからない。 

 

（指導援助） 

0.1ℓは１㎗と同じであるこ

とを押さえ、0.1ℓを単位に

した考え方を理解させてい

く。 

 

（評価方法） 

算数的活動 

ノート 

交流活動 

質疑応答 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

長 さ の 場 面 で

も、複名数で表

される数量を小

数を用いて単名

数で表すことが

できる。 （じっくり） 

○ものさしを拡大し

た絵を使って 1cm を

10 等分した 1 つ分の

長さを 0.1cm である

ことを実感させる。 

〇グループ→全体交

流をする。 

6 ㎜は 0.1cm の６つ

分の長さであること

からテープの長さは 

8cm6 ㎜＝8.6cm 

であることが分かる。 

○定着問題 

○本時のまとめ 

（ばっちり） 

○ものさしから 1cm

を 10 等分した１つ分

の長さが 0.1cm であ

ることが分かる。 

そこから 6 ㎜は

0.6cm であることが

分かる。 

〇グループ→全体交

流をする。 

8cm6 ㎜は 8cm と

0.6cm をあわせた長

さであることが分か

る。 

○定着発展問題 

○本時のまとめ 

（どんどん） 

○ものさしから 1cm

を 10 等分した１つ

分の長さが 0.1cm で

あることが分かる。

そこから 6 ㎜は

0.6cm であることが

分かる。 

〇グループ→全体交

流をする。 

8cm6 ㎜は 8cm と

0.6cm をあわせた長

さであることが分か

る。 

○発展問題 

○本時のまとめ 

表現：複名数で表さ

れた長さを小数を

用いて単名数で表

すことが出来る 

（つまずきの様相） 

１mm の長さが 10 つ分で

１cm であることから、１

mm＝0.1cm であることが

分からない。 

絵や図を示しながら１mm 

0.1cm であることを押さ

え、その 6 つ分であるから、

6mm は 0.6cm であること

を理解させる。 

（評価方法） 

算数的活動 

ノート 

グループ・全体交流 

質疑応答 

（問）ポットに入っている水のかさを、１ℓマスでは

かったら２ℓとあと少しありました。水のかさは全部

で何ℓといえばいいでしょう。 

課題：ℓの単位だけで表す方法を考えよう。 

（問）下のテープの長さは、何 cm といえばいいでしょう。 

 

 

課題：長さを小数で表す方法を考えよう。 



 

 

 

 

３ 「小数第一位」

「数直線」の用

語とそれらの意

味を理解し、数

直線上に小数を

表したり、表さ

れた小数を読ん

だりして、小数

の十進構造を理

解する。 

（じっくり） 

○数直線をかいた紙

を使って、小数の大き

さをその上に表す。 

○グループ・全体交流

をする。 

１めもりが 0.1ℓであ

ることから小数の位

置が分かるようにす

る。 

○定着問題 

○本時のまとめ 

（ばっちり） 

○数直線を使って考

える。 

小数点の右の位を小

数第一位ということ

が分かり、小さい１め

もりの数であること

が分かる。 

○練習問題 

○本時のまとめ 

 

 

 

（どんどん） 

○数直線を使って考

える。 

小数点の右の位を小

数第一位ということ

が分かり、小さい１

めもりの数であるこ

とが分かる。 

○練習・発展問題 

○本時のまとめ 

表現：数直線上に小

数を表したり、表さ

れた小数をよんだ

りすることができ

る。 

 

知識・理解：「小数

第一位」、「数直線」

の用語とそれらの

意味や、小数の十進

構造がわかる。 

（つまずきの様相） 

小さい１めもりが 0.1 だと

いうことが分からない。 

 

一の位と小数第一位の位の

区別が付かない。 

（指導援助） 

０～１の間に１０個のめも

りがあることを確かめて小

さいめもりが 0.1 であるこ

とを押さえる。 

（評価方法） 

算数的活動 

数直線の紙 

グループ・全体交流 

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

４ 小数の十進構造

や順序、系列に

ついての理解に

基づいて、小数

の大小比較が出

来る。 

（じっくり） 

○数直線で考える。 

・数直線上に数をおい

て考える。 

 

○交流をする。 

 

 

〇大小比較問題 

○本時のまとめ 

（ばっちり） 

○数直線で考える。 

・数直線上に数をおい

て考える。 

 

○グループ・全体交流

をする。 

小数の十進構造から、

大小関係を掴む。 

〇3.2について考える 

○練習発展問題 

○ 本時のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

（どんどん） 

○数直線で考える。 

・数直線上に数をおい

て考える。 

 

○グループ・全体交流

をする。 

小数の十進構造から、

大小関係を掴む。 

〇3.2について考える 

○練習発展問題 

○本時のまとめ 

表現：小数の大小比

較ができる。 

 

（つまずきの様相） 

一の位と小数第一位の位の

違いや大きさが分からな

い。０と 0.1 では 0.1 のほ

うが小さいと考える。 

 

（手だて） 

数直線を見せて考えさせる

ようにする。 

 

（評価方法） 

算数的活動 

ノート 

グループ・全体交流 

質疑応答 

（問）0.7ℓ、2.6ℓを下の数の線に表しましょう。 

 ０       １        ２       ３（ℓ） 

   

課題：小数を数直線の上に表す方法を考えよう。 

（問）次の数を、小さいじゅんにかきましょう。 

 

1.2   0.8   2.1   0.5  １ 

課題：小数の大小について考えよう。 



 

 

 

式：０．５＋０．３ 

   

 

５ 

 

 

 

小数第一位まで

の小数の加法の

計算の仕方を理

解し、計算でき

る。 

（じっくり） 

○１ℓますを使って考

える。 

・0.5 と 0.3 をたすと、

ますの中で 0.8 にな

ることが分かる。 

○交流をする。 

・0.1 がいくつ分とい

う考え方を取り上げ

る。 

○練習問題 

○本時のまとめ 

 

（ばっちり） 

○１ℓますや図や計算

で求める。 

0.5 は 0.1 が 5 こ 

0.3 は 0.1 が 3 こ 

たすと 0.1が 8こだか

ら 0.8 

○グループ・全体交流

をする。 

 

 

○発展問題 0.5＋0.8 

○本時のまとめ 

（どんどん） 

○図や計算で求め

る。 

〇数直線を使って考

える。 

 

○グループ・全体交

流をする。 

 

 

 

○発展問題 0.5＋0.8 

○本時のまとめ 

孝察：0.1 のいくつ

分という見方をも

とにして小数の加

法の計算方法を説

明する。 

表現：小数第一位ま

での小数の加法計

算ができる。 

知識・理解：小数第

一位までの小数の

加法の計算の仕方

がわかる。 

 

（つまずきの様相） 

0.1 を基にして考えるが、

0.1 が 8 こで 0.8 になるこ

とが分からない。 

（手だて） 

数直線で 0.1 が 8 こあると

小数でいくつになるかを確

認させる。 

（評価方法） 

算数的活動 

ノート 

グループ・全体交流 

質疑応答 

 

 

 

式：０．６－０．２ 

 

６ 

 

 

小数第一位まで

の小数の減法の

計算のしかたを

理解し、計算で

きる。 

（じっくり） 

○１ℓますを使って考

える。 

・0.６と 0.２をひく

と、ますの中で 0.４に

なることが分かる。 

○交流をする。 

・ 0.1 がいくつ分

という考え方を

取り上げる。 

 

 

 

 

○練習問題 

○本時のまとめ 

 

（ばっちり） 

○１ℓますや図や計算

で求める。 

0.6 は 0.1 が６こ 

0.2 は 0.1 が２こ 

ひくと 0.1 が４こだ

から 0.4 

○グループ・全体交流

をする。 

 

 

 

 

 

○発展問題 1.2－0.7 

○本時のまとめ 

（どんどん） 

○図や計算で求め

る。 

〇数直線を使って考

える。 

 

 

○グループ・全体交

流をする。 

 

 

 

 

 

○発展問題 1.2－0.7

〇本時のまとめ 

 

 

 

考察：0.1 のいくつ

分という見方をも

とにして小数の減

法の計算方法を説

明する。 

表現：小数第一位ま

での小数の減法の

計算が出来る。 

知識・理解：小数第

一位までの小数の

減法の計算のしか

たがわかる。 

（つまずきの様相） 

0.1 を基にして考えるが、

0.1 が４こで 0.4 になるこ

とが分からない。 

（手だて） 

数直線で 0.1 が４こあると

小数でいくつになるかを確

認させる。 

（評価方法） 

算数的活動 

ノート 

グループ・全体交流 

質疑応答 

（問）ジュースが 0.5ℓ入っているパックと、0.3ℓ入っているパ

ックがあります。合わせると何ℓになるでしょう。 

課題：小数＋小数の計算のしかたを考えよう。 

（問）牛にゅうが 0.6ℓあります。ケーキをつくるのに、0.2

ℓ使いました。残りは何ℓでしょう。 

課題：小数－小数の計算のしかたを考えよう。 



時 ねらい 主な学習活動 評価基準 指導援助と評価方法 

 

 

 

 

  

 

  ３．５ ＋ ２．８ 

７ 小数第一位まで

の小数の加法の

筆算の仕方を理

解し、計算でき

る。 

（じっくり） 

0.1を基にして考える 

3.5 は 0.1 が３５こ 

2.8 は 0.1 が２８こ 

たすと 0.1 が６３こ 

だから 6.3 

 

○交流する。 

○定着問題 

○本時のまとめ 

（ばっちり） 

0.1を基にして考える 

式で考える。 

 

 

 

 

○交流する。 

○定着発展問題 

○本時のまとめ 

（どんどん） 

式で考える。 

 

 

 

 

 

○交流する。 

○発展問題 

○本時のまとめ 

孝察：小数の仕組み

と、小数の加法の計

算を関連づけて考

える。 

表現：小数第一位ま

での小数の加法の

計算を筆算できる。 

知識・理解：小数第

一位までの小数の

加法の筆算のしか

たがわかる。 

 

（つまずきの様相） 

位を揃えて正しく計算する

ことができない。 

 

（手だて） 

小数点の位置を揃えて書け

ばよいことに気づかせる。 

 

（評価方法） 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 ６．３ － ４．７ 

８ 小数第一位まで

の小数の減法の

筆算の仕方を理

解し、計算でき

る。 

 

（じっくり） 

0.1 を基に考える。 

6.3 は 0.1 が６３こ 

4.7 は 0.1 が４７こ 

ひくと 0.1 が１６ 

だから 1.6 

 

〇交流する 

〇定着問題 

〇本時のまとめ 

 

 

（ばっちり） 

0.1 を基に考える 

式で考える 

 

 

 

 

〇交流する 

〇定着発展問題 

〇本時のまとめ 

（どんどん） 

式で考える 

 

 

 

 

 

〇交流する 

〇発展問題 

〇本時のまとめ 

考察：小数のしくみ

と、小数の減法の筆

算を関連付けてか

んがえる。 

表現：小数第一位ま

での小数の減法の

計算を筆算ででき

る。 

知識・理解：小数第

一位までの小数の

減法の筆算の仕方

がわかる。 

（つまずきの様相） 

位を揃えて正しく計算する

ことができない。 

 

（手だて） 

小数点の位置を揃えて書け

ばよいことに気づかせる。 

 

（評価方法） 

ノート 

 

９ 小数のたし算・

ひき算の問題に

取り組み、習熟

することができ

る。 

練習問題やまとめよう問題を通して、小数のたし算やひき算を解くこ

とができたり、自分で問題を作ったりすることができる。 

  

 

（問）スポーツドリンクが 3.5ℓ入っている入れ物と、2.8ℓ 

入っている入れ物があります。合わせて何ℓあるでしょう。 

課題：小数のたし算を筆算で出来る方法を考えよう。 

３．５       

＋２．８ 

 ６．３ 

（問）スポーツドリンクを 6.3ℓ持ってきました。4.7ℓ飲んだ

後は、何ℓ残っているでしょう。 

課題：小数の引き算を筆算で出来る方法を考えよう。 

６．３       

－４．７ 

 １．６ 


